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1. はじめに 
低炭素・脱炭素化を目的に再生可能エネルギーの導入

拡大が進んでいる。寒冷地における熱活用や、地産地消

における地元資源活用の観点からバイオマスシテムの活

用は今後も重要な課題である。 
今回、金沢工業大学で実施中のエネルギーマネージメ

ント実証実験について、特にバイオマスシステムのモデ

リングとシミュレーション評価の一部を報告する。 
 
2.モデリングとシミュレーション 
(1)バイオマスシステムのシステム構成図： 

対象とするバイオマスシステムの構成図を図 1 に示す。

システムはボイラ、温水タンク、温水配管、発電装置等

から構成される。燃料は木材チップ、または、木材ペレ

ットである。 

発生した熱は熱交換器で温水に変換され、温水タンク、

温水配管を経由して、需要家に輸送される。需要家は白

山麓キャンパスの教職員宿舎である。なお、冷房時はボ

イラを停止し、温水の代わりに井水を輸送する。 

 

(2)バイオマスシステムのモデリング： 

 モデル例を図 2に示す。変数は次のとおりである。 

・制御変数：外気温𝑇𝑇![℃]、切出コンベア周波数𝑋𝑋"[𝐻𝐻𝐻𝐻]、
循環ポンプ周波数𝑋𝑋#[𝐻𝐻𝐻𝐻] 

・出力変数：熱回収量𝑌𝑌"[𝑊𝑊]、発電量𝑌𝑌#[𝑊𝑊]、電力消費量

𝑌𝑌$[𝑊𝑊]、需要家内での暖房温度𝑇𝑇%[℃] 
 ここでは、特に需要家内の暖房温度のモデルを式(1)に

示す。暖房負荷は、外気温ならびに暖房温度等から、拡

張デグリーデー法[1]により求めることができる。このた

め、バイオマスシステムからの輸送熱量𝐿𝐿&'([𝑘𝑘𝑊𝑊ℎ]がわ

かると、需要家内での暖房温度を求めることができる。 

 

𝑇𝑇% = 0.155𝐿𝐿&'([𝑘𝑘𝑊𝑊ℎ] + 1.72 + 𝑇𝑇'....................(1) 
 

(3)バイオマスシステムのシミュレーション： 

 シミュレーション結果の一例を図 3 に示す。ここでは、

外気温に対し、需要家内での室内温度として、5[℃]程度

の暖房効果が得られていることがわかる。 
 
3. まとめ 
金沢工業大学白山麓キャンパスでのエネルギーマネー

ジメント実証実験について、バイオマスシステムのモデ

ルを構築し、特に需要家内での暖房温度についてシミュ

レーションを行った。今後、冷房時なども含めて、さら

に検証評価を進める予定である。 
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図１：バイオマスシステムのシステム構成図 

 

 
 

図 2：バイオマスシステムのモデリング 
 

 
 

図 3：シミュレーションの一例 
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